
11 1011 10

11
月
は『
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
』で
す

　

た
と
え
『
し
つ
け
』
の
つ
も
り

で
も
、
子
ど
も
に
著
し
い
苦
痛
を

あ
た
え
る
こ
と
、
子
ど
も
の
成
長

に
悪
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
は
、

虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。
親
の
都
合

や
事
情
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
子
ど
も
の
視

点
や
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と

で
す
。

　

育
児
不
安
や
ス
ト
レ
ス
の
蓄
積

は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
ま
す
。
自

分
が
「
虐
待
を
し
て
し
ま
い
そ

う
」
と
感
じ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま

ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
は
増
え

続
け
て
お
り
、
虐
待
を
受
け
て
命

を
落
と
す
子
ど
も
も
い
ま
す
。
虐

待
を
防
ぐ
た
め
に
、
気
に
な
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
虐
待
で
は
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
通
告
者
が
責
任
を
問
わ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
秘
密
も
守
ら

れ
ま
す
。

　

あ
な
た
の
勇
気
あ
る
声
こ
そ

が
、
親
子
を
救
う

『
希
望
の
光
』
に

な
る
の
で
す
。

問い合わせ　福祉部子育て支援課（庁舎1階）☎43‒0408
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つ
も
り
で
も

『
虐
待
か
も
』と
思
っ
た
ら

相談・連絡先

『『女性に対する暴力をなくす運女性に対する暴力をなくす運動』動』を実施しますを実施します（運動期間 （運動期間 1111月1212日～日～2525日）日）

　ＤＶから、子どもへの虐待が判明するなど、
女性への暴力と子どもの虐待には深い関係が
あります。
　配偶者やパートナーからの暴力を我慢して
いませんか。
　暴力とは、殴る・蹴る・物を投げるなどの直
接的なもののほか、無視する・おどす・生活費
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　ＤＶから、子どもへの虐待が判明するなど、
女性への暴力と子どもの虐待には深い関係が
あります。
　配偶者やパートナーからの暴力を我慢して
いませんか。
　暴力とは、殴る・蹴る・物を投げるなどの直
接的なもののほか、無視する・おどす・生活費

を渡さない・交友関係を制限する・性行為を
強要するなどの精神的なものも含みます。
　あなた自身を守ることが、
お子さんを守ることに直結
します。相手との関係を『辛
い』と感じたら、迷わず相談
してください。

を渡さない・交友関係を制限する・性行為を
強要するなどの精神的なものも含みます。
　あなた自身を守ることが、
お子さんを守ることに直結
します。相手との関係を『辛
い』と感じたら、迷わず相談
してください。

を渡さない・交友関係を制限する・性行為を
強要するなどの精神的なものも含みます。
　あなた自身を守ることが、
お子さんを守ることに直結
します。相手との関係を『辛
い』と感じたら、迷わず相談
してください。

○児童相談所全国共通ダイヤル
　　☎１８９
○家庭児童相談室（子育て支援課内）
　　☎４３－０４４１
○配偶者暴力相談支援センター
　　☎４３－０４１１
○加東警察署刑事生活安全課　　　
　　☎４２－０１１０（24時間対応）

いちはやく

問い合わせ問い合わせ　福祉部高齢介護課（庁舎１階）　　福祉部高齢介護課（庁舎１階）　☎43-044043-0440

注意事項注意事項
①所得制限があります。①所得制限があります。
②助成は、工事と助成金交付手続きのどちらもが②助成は、工事と助成金交付手続きのどちらもが
　年度内に完了できる場合に限ります。　年度内に完了できる場合に限ります。
③新築工事や申請前に着工した工事は対象外です。③新築工事や申請前に着工した工事は対象外です。
④老朽化による改修など、工事内容によっては対④老朽化による改修など、工事内容によっては対
　象とならないことがあります。　象とならないことがあります。
⑤過去にこの事業の助成を受けられた世帯が、再⑤過去にこの事業の助成を受けられた世帯が、再
　度助成を受けることはできません。　度助成を受けることはできません。
　　また、過去に介護保険など他制度の住宅改修　　また、過去に介護保険など他制度の住宅改修
　費の給付を受けられている場合も、助成対象と　費の給付を受けられている場合も、助成対象と
　はなりません。　はなりません。
⑥申請受付を年度途中に終了
　することがあります。　することがあります。

　高齢の方や障害のある方が、住み慣れた住宅で安　高齢の方や障害のある方が、住み慣れた住宅で安
心して暮らせるよう、バリアフリー化のための住宅心して暮らせるよう、バリアフリー化のための住宅
改修について、助成制度があります。改修について、助成制度があります。
　制度の利用には事前の申請が必要です。まずは高　制度の利用には事前の申請が必要です。まずは高
齢介護課にご相談ください。齢介護課にご相談ください。

助成の対象助成の対象
　加東市に住民登録があり、次の要件のどちらかに　加東市に住民登録があり、次の要件のどちらかに
あてはまる方あてはまる方
　①特別型　　①特別型　○介護保険の要介護認定・要支援認定○介護保険の要介護認定・要支援認定
　　　　　　　を受けられた方　　　　　　　を受けられた方
　　　　　　○身体障害者手帳もしくは療育手帳の　　　　　　○身体障害者手帳もしくは療育手帳の
　　　　　　　交付を受けられた方　　　　　　　交付を受けられた方
　②一般型　②一般型　○65歳以上で特別型の対象でない方　○65歳以上で特別型の対象でない方
助成の限度額助成の限度額
　①特別型　　①特別型　9090万円　　②一般型　万円　　②一般型　3333万円万円
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控
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い
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国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、申

告
の
対
象
と
な
る
年
の
1
月
1
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た

保
険
料
全
額
が
、社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
1
月
1
日
か
ら
9
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
方
に
は
、日
本
年
金

機
構
か
ら『
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
』が
、11
月

上
旬
に
届
き
ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
、控

除
証
明
書
か
、金
融
機
関
等
で
保
険

料
を
納
付
し
た
際
の
領
収
証
書
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。10
月
1
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、今
年
初

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
方
に
は
、平
成
30
年
2
月
上
旬
に

控
除
証
明
書
が
届
き
ま
す
。

　

ま
た
、ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で

な
く
、ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
し
た
場
合
も
、そ
の
保
険
料

を
、納
付
し
た
ご
本
人
の
社
会
保
険

料
控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
し
た
方
は
、ご
自
身

の
控
除
証
明
書
と
と
も
に
、ご
家
族

あ
て
の
控
除
証
明
書
も
添
付
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。（
1
人
分
の

控
除
証
明
書
で
、複
数
人
控
除
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）
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日
の
み

　

日
の
み
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た
だ
し

た
だ
し
、
12
月
29
日

　

か
ら

　

か
ら
1
月
3
日
ま
で
の
間
は
ご

日
ま
で
の
間
は
ご

　

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
は
、と
も
に
暮
ら
す
家
族

で
も
気
付
か
な
い
よ
う
な
初
期
段

階
で
あ
っ
て
も
、外
出
先
で
突
然

道
が
分
か
ら
な
く
な
り
、行
方
不

明
に
な
る
な
ど
、深
刻
な
事
態
を
招

く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。一
旦
、認
知

症
で
あ
る
と
分
か
れ
ば
、本
人
と
そ

の
家
族
は
、と
て
も
不
安
な
生
活
が

続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

加
東
市
で
は
、認
知
症
に
な
っ
た

方
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、徘
徊
の
予
防
や
、見

守
り
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

■
お
で
か
け
安
心
Ｇ
Ｐ
Ｓ
事
業

　

認
知
症
の
人
や
認
知
症
か
も
し

れ
な
い
人
の
ご
家
族
が
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
で

居
場
所
を
検
索
で
き
る
機
器
を
購

入
ま
た
は
レ
ン
タ
ル
す
る
た
め
の

助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
ひ
と
り
外
出
見
守
り
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
・
徘
徊
Ｓ
０
Ｓ
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク
事
業

　

認
知
症
の
人
・
認
知
症
か
も
し

れ
な
い
人
が
、安
全
・
安
心
に
外

出
で
き
る
よ
う
、加
東
市
で
は
、市

民
や
事
業
所
の
方
々
の
ご
協
力
を

得
て
、ひ
と
り
外
出
し
て
い
る
人

を
見
守
っ
た
り
、行
方
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
た
人
を
速
や
か
に
発
見

し
た
り
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

組
ん
で
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
し
く
み

〇
ご
家
族
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、

　

対
象
と
な
る
個
人
を
事
前
に
登

　

録
し
ま
す
。

〇
登
録
す
る
内
容
は
、
住
所
・
氏

　

名
・
連
絡
先
・
よ
く
外
出
さ
れ

　

る
コ
ー
ス
な
ど
で
す
。　

〇
登
録
者
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

　

際
、
ご
家
族
の
同
意
を
得
て
、

　

安
全
・
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

　

捜
索
メ
ー
ル
を
流
し
た
り
、
事

認
知
症
に
な
っ
て
も
笑
顔
で

認
知
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せ
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ま
ち
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業
所
な
ど
の
協
力
機
関
に

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
を
送
っ
た
り
し
ま

　

す
。

　

警
察
や
消
防
に
よ
る
捜
索
と
は

別
に
、
市
民
や
事
業
所
に
よ
る
独

自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
行
方
不

明
者
の
早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　

認
知
症
の
方
や
ご
家
族
を
支
援

　

認
知
症
の
方
や
ご
家
族
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問
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合

す
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合
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、
せ
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知
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相
談

認
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注意事項
①所得制限があります。
②助成は、工事と助成金交付手続きのどちらもが
　年度内に完了できる場合に限ります。
③新築工事や申請前に着工した工事は対象外です。
④老朽化による改修など、工事内容によっては対
　象とならないことがあります。
⑤過去にこの事業の助成を受けられた世帯が、再
　度助成を受けることはできません。
　　また、過去に介護保険など他制度の住宅改修
　費の給付を受けられている場合も、助成対象と
　はなりません。
⑥申請受付を年度途中に終了
　することがあります。

　高齢の方や障害のある方が、住み慣れた住宅で安
心して暮らせるよう、バリアフリー化のための住宅
改修について、助成制度があります。
　制度の利用には事前の申請が必要です。まずは高
齢介護課にご相談ください。

助成の対象
　加東市に住民登録があり、次の要件のどちらかに
あてはまる方
　①特別型　○介護保険の要介護認定・要支援認定
　　　　　　　を受けられた方
　　　　　　○身体障害者手帳もしくは療育手帳の
　　　　　　　交付を受けられた方
　②一般型　○65歳以上で特別型の対象でない方
助成の限度額
　①特別型　90万円　　②一般型　33万円

問い合わせ　福祉部高齢介護課（庁舎１階）　☎43-0440
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『女性に対する暴力をなくす運動』を実施します（運動期間 11月12日～25日）


